
大 会 要 項 

 １，選手の集合時間  
選手は、試合開始予定時刻の３０分前までか、前の試合の 3 回終了時までに当該球場に 
集合すること。集合時間に来ないチームは棄権とする。 

２， 打順表の記入と提出 
（１） 打順表は、大会本部で配布したものを使用すること。 
（２） 打順表(５枚１組)は、試合開始予定時刻の３０分前、または前の試合の 3回終了時に、出場

選手（控え選手も含む）全員の氏名（ふりがな）、ユニフォーム No 等の必要事項を記入し
て提出すること。 

（３） 相手チームの打順表は、審判員・記録員の照合確認の上、審判員より受け取ること。 
  

３， 攻守順の決定 
打順表と同時に、審判員立会いのもと「コイントス」によって決定する。コインの表裏の 
選択は、先着（打順表持参）チームに優先権を与える。 

４， 競技者席 
（１） ベンチは、組合せの若い方を一塁側とする。 
（２） ベンチ入りが許されるのは、参加申込書に登録された監督・コーチ・トレーナー・スコアラ

ー及び選手２５名以内とする。ただし、選手については、参加申込書かつ打順表に記載され
た者のみとする。（スコアラーは公式記録員証カードを携帯する。） 

５， 競技用具 
（１） 試合使用球は、主催者が用意する。ナガセケンコーを使用する。 
（２） 審判員によって、規定外及び危険と認められたバット・ヘルメット等については、主催者が

試合終了まで当該球場で預かるものとする 
６， 試合前のフィールディング 

試合開始前のフィールディングは、競技場に入ることを許されたメンバーで行うこと、 
後攻チームより５分間（終了予告１分前）とする。ただし、大会運営上、その時間を短縮する 
また、行わない場合もある。 

７， 球技規則 
（１） 大会競技規則は２０２２年度日本ソフトボール協会「オフィシャル・ソフトボール・ルール」

による。 
（２） 得点差コールドゲームは、２０２２年度「オフィシャル・ルール」を採用する。 

(３回１５点・４回１０点・５回７点以上の差が生じたとき) 
（３） 引分け試合か無効試合の場合には、サスペンデットゲーム（一時停止試合）を採用する。 
（４） 審判員の判定について抗議できるのは、監督（監督代行者）のみである。 
８， その他 
（１） 試合開始前(ベンチ入り後）の練習は、外野エリアで行う。 
（２） 諸般の事情により、試合開始時刻・競技場を変更する場合がある。 
（３） 攻守交代は駆け足で、敏速に行う。 
（４） 品位のない、スポーツマンらしくない言動は禁止する。 


